
主な取組

R6 R7 R8

高齢者福祉乗車証の利用状況
(第8期：高齢者福祉乗車証所持者数)

高齢者福祉乗車証の交付対象者の1人当たりの利
用回数

24.3
（R4）

回/人 24.3 24.3 24.3 見直し

65歳以上の地域福祉サポーター数
(第8期：老人クラブ会員数)

65歳以上の地域福祉サポーターの活動者数（ボラ
ンティアポイント交換者数）

727
（R4）

人 861 928 995 見直し

２ 高齢者の就業促進 シルバー人材センター会員の就業率 就業したシルバー人材センター会員の割合
76.8

（R4）
％ 78.2 78.8 79.5 継続

つどいの場への参加率
第1号被保険者数に占めるつどいの場への参加者
数の割合

4.7
（R4）

% 7.5 8.0 8.0 継続

ポピュレーションアプローチの実施
圏域数

つどいの場等において、以下を実施した日常生活
圏域の数　○フレイル予防の健康教育・健康相談
○フレイル状態の把握・保健指導

11
（R4）

圏域 11 11 11 継続

２ 健康づくりの推進
健康講座等健康教育の開催回数
(第8期：健康講座等健康教育総参加
者数)

市民のヘルスリテラシーの向上を図る目的で開催
する健康講座等への開催回数

252
（R4）

回 見直し

地域のつどいの場を週1回以上開催し
ている地区社会福祉協議会数

地域のつどいの場を週1回（年間48回）以上開催
している地区社会福祉協議会の数

18
（R4）

地区 38 38 38 継続

地区に関わらず参加ができるつどい
の場を開催している活動拠点圏域数

地区に関わらず参加ができるつどいの場を開催し
ている活動拠点圏域の数

3
（R4）

圏域 6 6 6 新規

４ 自立支援・重度化防止の推進 要介護等認定率
第１号被保険者数に占める要介護・要支援認定者
数の割合

19.6
（R4）

％ 19.6 19.6 19.6 継続

１ 医療・介護関係者の連携促進
在宅医療・介護連携多職種研修会参
加数

医療・介護関係者等の多職種研修会（グループ
ワーク等）に参加した人数

135
（R1）

人 204 204 204 継続

２ 医療・介護が連携したサービス
の提供

医療・介護関係者へのヒアリング実
施回数
(第8期：在宅医療・介護連携のため
の連携会議開催回数)

医療・介護連携の現状把握や課題抽出等を行うた
めのヒアリングを実施した回数

2
（R5）

回 3 3 3 見直し

３ 地域住民への普及・啓発
医療・介護連携に関する出前講座開
催回数

市及び地域包括支援センターが地域の会合等の場
で普及活動を行った回数

24
（R4）

回 24 24 24 継続

基本方向（章）

指標とその説明 基準値

1
在宅医療・介護連携の
推進

生きがいづくり・
介護予防の推進

目標とする指標

備考

施策（節）

目標値

介護予防・重度化防止
の推進

生きがいづくり・社会
参加の促進

単位

１ 生きがいづくり・社会参加の促
進

１ 介護予防・フレイル予防の推進

1

2
地域における支援
体制の充実

1

2

青森市健康寿命延伸計画で進捗管
理

３ 多様なつどいの場の提供

青森市高齢者福祉・介護保険事業計画第９期計画 目標とする指標

○本計画では、施策の進捗度を測るため「目標とする指標」を設定し、毎年度、青森市健康福祉審議会高齢者福祉専門分科会に進捗状況を報告し、施策の評価・検証を行う。

○指標の数：５５件（新規１０件、継続３０件、見直し１５件）※第８期計画：４９件

○指標は主な取組ごとに設定し、アウトプット指標（取組を実施することによって直接発生した成果物・事業量を表した数値）及びアウトカム指標（取組の実施により期待される効果・成果を表した数値）で設定した。

○他の計画で設定している指標（健康づくりの推進「健康講座等健康教育の開催回数」＝青森市健康寿命延伸計画の指標 等）については、当該計画の担当部局において進捗管理を行うため、本計画で設定していない。
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主な取組

R6 R7 R8

基本方向（章）

指標とその説明 基準値

目標とする指標

備考

施策（節）

目標値
単位

１ 相談支援の強化
地域包括支援センターへの研修会等
開催回数

地域包括支援センター、在宅介護支援センターへ
の研修会や情報共有を行った回数

13
（R4）

回 13 13 13 継続

２ 効果的な運営の継続
地域包括支援センターの運営評価の
実施回数

地域密着型サービス等運営審議会において、地域
包括支援センターの運営評価を実施した回数

1
（R4）

回 1 1 1 新規

３ 地域ケア会議の充実
日常生活圏域ケア会議の開催回数
(第8期：地域ケア会議開催回数)

日常生活圏域における課題の把握及び対応を行う
日常生活圏域ケア会議を開催した回数

19
（R4）

回 22 22 22 見直し

１ 見守り体制の強化

帰宅困難高齢者等の新規事前登録者
数
(第8期：帰宅困難高齢者等の事前登
録件数)

認知症高齢者などの緊急連絡先等を新規に事前登
録した人数

108
（R4）

人 108 108 108 見直し

２ 地域で支え合う意識づくりの醸
成

65歳以上の地域福祉サポーター数
【再掲】
(第8期：地域福祉サポーター登録者
数)

65歳以上の地域福祉サポーターの活動者数（ボラ
ンティアポイント交換者数）

727
（R4）

人 861 928 995 見直し

３ 支え合い活動の推進 地域支え合い推進員の活動地区数
地域支え合い推進員が活動している地区社会福祉
協議会数

38
（R4）

地区 38 38 38 継続

１ 住宅改修等による居住環境の充
実

住宅改修費支給件数 介護保険住宅改修費の支給件数
708

（R4）
件 715 724 735 継続

２ 高齢者に適した住まいの確保
有料老人ホームの一般検査実施率
(第8期：養護老人ホームに適切に措
置した割合)

有料老人ホームに対して6年に1回以上行う一般検
査を実施した割合

100
（R4）

％ 100 100 100 見直し

１ 生活支援サービスの充実

日常生活圏域ケア会議の開催回数
【再掲】
(第8期：生活支援サービスに関する
出前講座開催回数)

日常生活圏域における課題の把握及び対応を行う
日常生活圏域ケア会議を開催した回数

19
（R4）

回 22 22 22 見直し

２ 災害時等における支援体制の推
進

平時からの情報提供に同意し個別避
難計画を作成した避難行動要支援者
数

平時から町(内)会、民生委員、警察署、消防署、
避難支援者へ個人情報を提供することに同意し、
個別避難計画を作成した避難行動要支援者の数

6,431
（R4）

人 6,469 6,488 6,507 継続

３ 消費者被害防止対策の推進 啓発事業などへの参加者数
消費生活に関する各種啓発事業に参加した市民の
人数及び啓発した市民の人数

4,222
（R4）

人 4,940 5,080 5,220 継続

４ 交通安全教育の推進 交通事故による高齢者の死者数
青森市内において発生した交通事故による65歳以
上の高齢者の年間死者数

0
（R4）

人 継続

５ 終活支援の推進 終活に関する出前講座の実施回数 市が終活に関する出前講座を実施した回数
12

（R4）
回 12 12 12 新規

見守り・支え合いの推
進

3

地域包括支援センター
の機能強化

2

青森市交通安全計画で進捗管理

4 住まいの充実

5
安全・安心な暮らしの
確保
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主な取組

R6 R7 R8

基本方向（章）

指標とその説明 基準値

目標とする指標

備考

施策（節）

目標値
単位

１ 認知症に関する理解の促進
認知症サポーター数
(第8期：認知症ステップアップ講座
の開催圏域数)

認知症サポーター養成講座を受講した累計人数
21,659
（R4）

人 23,423 24,305 25,187 見直し

２ 認知症の人やその家族を支える
支援体制の推進

チームオレンジが活動している圏域
数

認知症の人や家族を支援するチームオレンジが活
動している圏域数

2
（R4）

圏域 11 11 11 新規

１ 認知症の予防の推進 つどいの場への参加率【再掲】
第1号被保険者数に占めるつどいの場への参加者
数の割合

4.7
（R4）

％ 7.5 8.0 8.0 継続

２ 認知症の早期発見・早期対応 脳の健康チェックの実施者数
タブレット端末のアプリによる脳の健康チェック
実施者数

372
（R4）

人 372 372 372 新規

１ 相談・支援体制の充実
成年後見活動について、地域ケア会
議で検討を行う体制づくりができて
いる圏域数

成年後見人等を必要とする高齢者への支援につい
て、地域ケア会議で検討を行う体制づくりができ
ている圏域数

11
（R4）

圏域 11 11 11 継続

２ 成年後見制度の利用支援
成年後見制度の利用者数
(第8期：市長申立てにつなげた件数)

成年後見制度（法定後見・任意後見）を利用して
いる人数

624
（R4）

人 660 685 711 見直し

市民後見人養成講座修了者に対する
研修会開催回数

市民後見人養成研修修了者を対象とした研修会を
開催した回数

1
（R4）

回 2 2 2 継続

市民後見人の候補者数
市民後見人養成講座を修了し、市民後見人の選定
候補者となった人数

9
（R5）

人 10 15 20 新規

４ 成年後見制度の普及・啓発

終活に関する出前講座の実施回数
【再掲】
(第8期：成年後見制度の普及・啓発
を行った圏域数)

市が終活に関する出前講座を実施した回数
12

（R4）
回 12 12 12 見直し

１ 高齢者虐待防止に向けた体制整
備の強化

高齢者虐待防止の研修会等を開催し
た圏域数
(第8期：高齢者の相談窓口を知って
いる割合【再掲】)

地域包括支援センターが高齢者虐待防止の研修会
等を開催した圏域数

4
（R4）

圏域 11 11 11 見直し

２ 高齢者虐待への対応強化

高齢者虐待防止のための集団指導へ
の介護サービス事業者等の参加率
(第8期：高齢者虐待の相談・通報に
適切に対応した割合)

高齢者虐待防止のための情報提供等を行う集団指
導への事業所及び施設の参加率

100
(R4)

％ 100 100 100 見直し

1
成年後見制度の利用促
進

2 虐待防止対策の強化

３ 市民後見人等の育成・活躍支援

3 認知症施策の推進

4 権利擁護の推進

認知症への理解・支援
体制の推進

1

2
認知症の予防・早期対
応の推進

3



主な取組

R6 R7 R8

基本方向（章）

指標とその説明 基準値

目標とする指標

備考

施策（節）

目標値
単位

特別養護老人ホーム入所待機者数
特別養護老人ホームに入所を申し込んでいる在宅
での待機者数

172
（R5）

人 172 172 114 継続

地域密着型介護老人福祉施設入所者
生活介護施設数

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護の累
計施設数

6
（R5）

施設 6 6 8 継続

認知症対応型共同生活介護施設数 認知症対応型共同生活介護の累計施設数
61

（R5）
施設 61 61 62 継続

地域密着型特定施設入居者生活介護
施設数

地位密着型特定施設入居者生活介護の累計施設数
2

（R5）
施設 2 2 3 継続

小規模多機能型居宅介護事業所数 小規模多機能型居宅介護の累計事業所数
9

（R5）
事業所 9 9 10 継続

看護小規模多機能型居宅介護事業所
数

看護小規模多機能型居宅介護の累計事業所数
2

（R5）
事業所 2 2 3 継続

定期巡回・随時対応型訪問介護看護
事業所数

定期巡回・随時対応型訪問介護看護の累計事業所
数

3
（R5）

事業所 4 4 5 継続

自然災害発生時における業務継続計
画（BCP）の策定率

自然災害発生時における業務継続計画（BCP）を
策定した介護施設・事業所の割合

25.3
（R4）

％ 100 100 100 継続

感染症発生時における業務継続計画
（BCP）の策定率

感染症発生時における業務継続計画（BCP）を策
定した介護施設・事業所の割合

24.9
（R4）

％ 100 100 100 継続

４ 介護保険料収納率の向上 介護保険料収納率
介護保険料の現年課税分の収納率（未還付分を含
む）

99.47
（R4）

% 99.47 99.47 99.47 継続

介護人材確保に関する情報提供件数
就職相談会、講習会等の介護人材確保に関する情
報を広報あおもりに掲載し、情報提供をした件数

13
（R4）

件 15 15 15 継続

青森県介護サービス事業所認証評価
制度の認証法人数

青森県介護サービス事業所認証評価制度の認証を
受けている市内の法人数

9
（R4）

法人 11 12 13 新規

生産性向上に関する支援の実施回数
(第8期：指定申請等の申請様式や手
続きの簡素化・標準化に適切に対応
した割合)

集団指導により、生産性向上を促進するための情
報提供等の支援を行った回数

- 回 1 1 1 見直し

介護ロボット導入事業所の割合 介護ロボットを導入している事業所の割合
-

(R5)
％ 増加 増加 増加 新規

基準値は令和6年度に調査し設定

要介護認定の適正化実施率
要介護認定の変更認定又は更新認定に係る認定調
査の内容に関する点検を実施した割合

100
（R4）

％ 100 100 100 新規

ケアプランの点検件数 市の適正化推進員によるケアプラン点検件数
38

（R1）
件 40 40 40 継続

縦覧点検・医療情報との突合の実施
率

介護報酬の支払状況等の点検及び医療保険の入院
情報との突合を実施した割合

100
（R4）

％ 100 100 100 新規

２ 介護サービスの質の確保 研修会開催回数
介護支援専門員に対するケアマネジメントを支援
するための研修会の開催回数

1
（R4）

回 1 1 1 継続

３ 効果的な指導監督 運営指導の実施率
介護サービス事業者に対して指定の有効期間内
（6年）に1回以上の運営指導を実施した割合

100
（R4）

％ 100 100 100 継続

1
サービス提供体制の確
保

３ 災害・感染症対策に係る体制の
充実

１ 施設・居住系サービスの整備

２ 在宅サービスの充実

5
介護サービスの充
実

3 介護サービスの適正化

１ 介護給付の適正化の推進

２ 介護現場の生産性の向上

１ 介護人材の確保2
介護人材確保・生産性
向上の推進

4


